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 公衆衛生学分野は、人々の健康を生態学的な視点から捉えて健康を支える要因、健康を阻害する

要因を明らかにし、社会環境の中で健康を支える要因を増やし、健康を阻害する要因を制限してい

くことによって、健康に暮らせる社会環境の構築を目指しています。今回のオープンラボでは、特

に以下の 2 つのテーマについて紹介します。 

 

1）微量元素セレンの分別分析と健康影響に関する研究 

 液体クロマトグラフィ（HPLC）とICP質量分析装置を組み合わせたHPLC-ICP-MS分析法を用いて

生体内セレンの化学形を明らかにしながら、化学形ごとの健康影響、特にがん細胞に対するアポト

ーシス誘導作用などを研究しています。 

 

Separation of selenium

HPLC-ICP-MS Method

Result of Selenium speciation in selenium-enriched sprout

using HPLC-ICP-MS
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Various mechanisms of SeSp to inhibit LNCaP cell proliferation

BMC Cancer, 2009

SeMSeCys:

 Various effects in cancer cells

  No effects to the malaria parasite 

SeMSeCys

MethylSelenol

 

 HPLC-ICP-MS法       セレンの分別分析    セレンによるアポトーシス経路 

 

2）統計ソフトRを用いた感染症シミュレーションモデル 

 


